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J-netレンタリース株式会社の
子会社化について
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平成21年10月1日株 式 の 取 得 日

会　社　概　要

6,500台保 有 車 輌 数

株　式　取　得　概　要

940株　取 得 株 数

50.95％　所 有 割 合

67店舗　（ＦＣ店舗含む）店 舗 数

300名　（アルバイト含む）従 業 員 数

272百万円取 得 価 額

60百万円資 本 金

平成11年6月30日

レンタカー事業

代表取締役社長　山内　一郎

名古屋市東区東桜一丁目5番7号

J-netレンタリース株式会社

設 立

事 業 内 容

代 表 者 名

所 在 地

名 称

J-netレンタリース株式会社の概要及び
株式取得の概要
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J-netレンタリース株式会社業績推移
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1,3051,276売 上 総 利 益
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・2009年3月期については、事業拡大のための新規出店をした事により一時的に経費増加しましたが、

　2010年3月期以降は新規店舗の売上寄与により利益の拡大が見込めます。

・2009年3月期の自己資本比率が低下（△12.8pt）した主な要因は、リース会計導入に伴い、

　リース資産（2,437百万円）及びリース負債（2,465百万円）を計上したことにより、総資産が2.5倍に増加したことによります。　

・2009年3月期については、事業拡大のための新規出店をした事により一時的に経費増加しましたが、

　2010年3月期以降は新規店舗の売上寄与により利益の拡大が見込めます。

・2009年3月期の自己資本比率が低下（△12.8pt）した主な要因は、リース会計導入に伴い、

　リース資産（2,437百万円）及びリース負債（2,465百万円）を計上したことにより、総資産が2.5倍に増加したことによります。　

（百万円）
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子会社化の効果①

海外
売上
98%

国内
売上
2% 海外

売上
55%

国内
売上
45%

海外情勢の影響を大きく受ける海外情勢の影響を大きく受ける より安定的な収益構造より安定的な収益構造

①国内事業

の強化

①国内事業

の強化

トラスト：海外売上割合が90％超であり、為替、現地政治情勢の影響を受け、

　　　　　不安定な収益構造

J-net：国内レンタカー事業により安定的な収益構造

→子会社化により、外部環境の変化に対応できる体制を確立

トラスト：海外売上割合が90％超であり、為替、現地政治情勢の影響を受け、

　　　　　不安定な収益構造

J-net：国内レンタカー事業により安定的な収益構造

→子会社化により、外部環境の変化に対応できる体制を確立

子会社化前 子会社化後

※トラスト及びJ-netの通期業績予想を基に算出しております。（来期以降の損益は左記計算方法により算出いたします。）

実際の当期連結業績予想は、トラスト通期業績予想及びJ-net下半期業績予想を基に算出いたします。（6ページ参照）
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子会社化の効果②③

②委託販売

事業の強化

②委託販売

事業の強化

トラスト：安定的な仕入先の確保が課題

J-net：レンタル終了車輌（年間約500台）のより効率的な売却先の確保が課題

→効率的な販売・仕入体制を確立、さらに収益性向上

トラスト：安定的な仕入先の確保が課題

J-net：レンタル終了車輌（年間約500台）のより効率的な売却先の確保が課題

→効率的な販売・仕入体制を確立、さらに収益性向上

トラスト

J-net
レンタル車輌

減価償却
レンタル終了車輌

バリューオート等を

通じて国内販売

オークション他

レンタル

車輌購入

海外へ

車輌販売

レンタル終了

車輌の販売

仕入

レンタル終了

車輌の販売
仕入

③共有在庫の

国内販売強化

③共有在庫の

国内販売強化

J-netの中古車販売店である、「バリューオート　アウトレット店」において、J-net、

トラスト相互の在庫を国内販売→販売チャンネルの増加

J-netの中古車販売店である、「バリューオート　アウトレット店」において、J-net、

トラスト相互の在庫を国内販売→販売チャンネルの増加
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将来的な展望

トラスト：海外事業のノウハウ

J-net：レンタカー事業、ＦＣのノウハウ

→両社のノウハウを融合し、海外において自動車販売・レンタカー事業をＦＣ展開

トラスト：海外事業のノウハウ

J-net：レンタカー事業、ＦＣのノウハウ

→両社のノウハウを融合し、海外において自動車販売・レンタカー事業をＦＣ展開
海外進出海外進出

自動車販売

レンタカー事業を

ＦＣ展開

トラスト
中古車輸出

J-net
レンタカー事業

（ＦＣ展開）
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――――
前期連結実績　　　

（2009年3月期）

177

当期純利益

3643405,234
当期連結業績予想

（2010年3月期）

営業利益売上高 経常利益

取得後の連結業績予想

（百万円）

※2010年3月期第3四半期より連結財務諸表を

作成いたします。

※上記数値は、トラスト個別業績予想にJ-netレン

タリース株式会社の2010年3月期下半期業績

予想を加算し、連結取引、少数株主損益を控除

し、連結数値を算出しております。

トラスト個別通期業績予想（2009年5月15日公表）

連結通期業績予想

1133142563,937
前期個別実績　　　

（2009年3月期）

136

当期純利益

2211653,751
当期個別業績予想

（2010年3月期）

営業利益売上高 経常利益

158

当期純利益

2662992,990
当 期 業 績 予 想

（2010年3月期）

営業利益売上高 経常利益

J-net通期業績予想
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052-219-9028Ｆ Ａ Ｘ ：

ir@japanesevehicles.comＥ－ＭＡＩＬ：

052-219-9058Ｔ Ｅ Ｌ ：

www.japanesevehicles.com顧 客 サ イ ト ：

www.trust-ltd.co.jpＩ Ｒ サ イ ト ：

取締役管理部長 　伊藤　和繁　　
ＩＲ担当　 吉田　智哉

情報開示担当者：

お問合せ先

この資料の内容には、当社及びJ-netレンタリース株式会社の計画、予想、戦略などに関する将来の見通しを含んでおりま

す。見通しは現時点で入手可能な情報に基づき当社及びJ-netレンタリース株式会社が判断したものであります。実際の業

績はさまざまな要因によりこれらの見通しは異なる可能性があります。

J-netレンリース株式会社　ホームページ

www.j-netrentacar.co.jp


